[bookmark: _GoBack][image: ]
image1.emf
結果

確かな

学力

８７%

８９%



８７%　↑

８７%

９３%　↑



１００%

１００%



８９%　↑

豊かな

心

９０%



９５%

７３%

９５%　↑

８３%



１００%

１００%



１００%

健やか

な体

６９%　↑



１００%

９６%　↑

豊かな

かかわ

り

８０%　↓



７７%



１００%

８８%　↑



９２%　↑

郷土愛

９６%

６５%　↑



８７%　↓

９２%

９９%　↑



１００%

８９%　↑

危機管

理体制

の整備

８４%



９４%

９９%　↑



１００%

学校の

教育目

標の具

現化

８４%　↑

８４%　↓

９３%



９４%

８６%　↓



９６%　↑



７８%

　授業、行事、施設等に関する保護者のみなさんの意見・感想

◎学校へ通う楽しさについては、保護者の数値は昨年度と同程度のものであったが、児童については

全体で５ポイントほど高い結果となった。今後もわかる授業の実践や休み時間の遊び方の工夫など、

コロナ禍においても、引き続き実践できることに取り組んでいく。

△自分に自信（得意なものなど）があるかについては、児童・保護者ともに昨年度より３ポイントほど低

い結果となった。児童が主体的に学ぶことができるよう課題の設定や学び方について、自ら選択する

場を工夫した指導等に努める。また、生徒指導の機能を生かしたわかる授業を展開することにより、児

童の自己肯定感や自己有用感を育てていく。

コミュニケーショ

ン能力を身に付

け、人との関わ

りを大切にして

活動する意欲と

態度を育てる。

○「共感的理解」の醸造、「表現

する力」の育成を目指した研究

を行う。

○様々な集団での異学年交流

を行う。

○あいさつ運動を行う。

（児）すすんであいさつをしていますか。



（保）お子さんは、進んであいさつをしていますか。



（教）進んであいさつをするよう声かけをしていますか。

（教）あなたは、保護者及び地域の方々など、多様な人材を教育活動に登用し、学校（または学年）の活性化を図っています

か（キャリア教育・カリキュラムマネジメント）

（教）あなたは校内研の充実を図り、教科の実践研究を通して専門性を高め、資質の向上に努めていますか。

◎校内研では、「自ら学び　認め合い　たくましく生きる児童の育成～主体的・対話的で深い学びの実

現を目指して～」という主題のもと、昨年度に引き続いて道徳科に取り組んだ。今年度は、明海中学校

と同じ講師を招聘して指導を受け、中学校へのスムーズな接続を意識することができた。また、児童が

自分の考えや思いを表現し、伝え合う楽しさを味わい、考えの深まりを体験するような授業改善を進め

ている。

△今年度も、園小中連携教育の推進として、「あいさつ」を重点目標とし、生活委員会の児童が中心と

なって「あいさつ週間」を実施することができたが、まだあいさつが日常化していないところがある。教職

員が率先して挨拶をすることにより、児童に相手意識をもった挨拶ができるようにしていく。

生まれ育った明

海地区に誇りを

持ち、地域の人

や施設等を大切

にする心や態度

を育てる。

  令和４年度　　　「学校教育活動に関する評価」アンケートの結果　及び　学校関係者評価表

学校関係者評価委員会の意見

学年によって、多少のバラツキがあったもの

の、総じて、着実に学力を獲得している姿が確

認できた。大事なポイントは、保護者との情報

共有や家庭での学びとの連携にあると思うの

で、継続した活動を期待したい。教職員の意識

の高さとして、児童への主体的な学びを促す

ための教材研究を高め、各教科の指導内容

への工夫も見られ、わかる授業を生み出して

いることがわかる。

小中連携による校内研究での道徳科研修、

定期的な「生活アンケート」の実施と課題が

あった際の即座の対応と共有、専門家との連

携など、豊かな心を育む環境がよく整っている

ことを感じる。また、パラアスリートの方々の講

演や障がい者スポーツの体験は、ダイバーシ

ティ教育にとって不可欠。子どもたちが、純粋

に感じたことをしっかりと意見交換して、将来に

繋げていくことを願う。道徳の研究を深め、

日々の活動の中で、道徳実践を高める児童

の育成に努めていることが理解できる。小中

連携を深め、指導力向上を図っていることも伝

わっている。

積極的に、体力向上に向けて学校全体が動い

ていたのが印象的である。投げる力が弱く

なっていることに対して、プロ野球選手を招い

ての指導、助産師の「いのちの教育講演会」

等々、プロの方々から様々な活きた話を直接

うかがえるのは、最高の授業。保護者も参加

させてもよろしいかと思う。



◎地域への活動の参加については、コロナ対応の緩和等により、昨年度に比べだいぶ向上してきてい

る。今後も地域の活動や行事についての紹介を機会あるごとに児童に知らせ、参加を促すようにして

いく。

△公園などの公共施設の活用状況や使い方のマナーに対して、昨年度に比べて数値が低い結果と

なっている。道徳科や学級活動の時間において指導を行い、公共物を大切にする心を育てていく。



毎朝、交通安全指導で、子ども達とあいさつを

交わしている。大半の児童生徒は、目と目が

合えば、もしくは、「おはようございます」と声を

かければ、必ず返してくる。マスク越しの挨拶

なので、お互いに挨拶が伝わりにくいのが残

念だ。伝え合う楽しさを生み出すための授業

工夫が推察できる。日々の授業で、コミュニ

ケーション能力を育てるために、教師の意識

も高く、授業改善も見られる。挨拶の結果の高

さは素晴らしいと思われる。



地域活動（明海の丘夏まつり、ホテルでのクリ

スマス点灯式での演奏等）の周知や協力参加

に、感謝している。公共施設の活用や公共マ

ナーは、地域・家庭の大事な仕事。学校と地

域が連携して、さらに努力を重ねるとよい。特

に、学校行事や学校が進めている挨拶運動

のようなものは、どんどん自治会掲示板など

を活用してもらいたい。

（児）困った時やなやんだ時に、相談できる人がいますか。



（保）教職員は、子どもの人権を尊重し、お子さんが困ったときなど適切に対応していますか。

（保）学校は子どもたちが安心して通わせられる環境になっていますか。



（教）学校事故を未然に防止するため、子どもの危険予知能力や危険回避能力の育成に努めていますか。

◎本年度は、相談窓口としてSLCやSCが配置されたため、相談に対応する体制が整い、児童や保護

者の不安感を払拭する機会が多くなることで、安心して通わせられる環境に対する数値が増加してい

る。今後もSLCやSCが窓口となり、養護教諭や特別支援教育コーディネーター、教頭等と相談業務内

容を引き継ぎ、児童や保護者への対応に備えていく。

△児童の相談できる人の割合が昨年とほぼ同様である。相談窓口の周知や相談しやすい環境づくり

に努めていく。



先手を打った居場所づくりが重要であることを

強く認識した。専門家を用意することも重要で

あるとともに、社会的にも課題を感じる事例を

きちんと表に出して、学校や社会で解決してい

くコミュニティスクール環境作りが重要課題と

考え、実行していくことを願っている。学校全体

で児童理解を深める努力をしている。評価の

高さが伺える。相談体制の向上に合わせて、

気軽に子どもたちが相談できる努力もしてい

る。

多様な生き方を望む家庭の子どもたちが増え

ている中で、毎日通う事の価値があるという自

覚を持って、通学している姿を見るにつけ、学

校全体が、学びの場として認めてもらえている

ことを誇りに思う。学習指導の特徴として、児

童の得意を伸ばすことに目が向いている事、

主体性を持って、世の中の解を見つけ出して

いく総合のような授業が盛んである点。それ

に、同時並行的に学校や地域が、通常では経

験できない題材やテーマ、人材を提供できて

いる点。こうした授業を継続して、児童の自己

肯定感や自己有用感の育成に努めていただ

きたい。

安全点検を生か

し、危機管理に

努める。

○安全点検の確実な実施によ

り、事故やけがを未然に防ぐ体

制を構築する。

○不審者侵入や火災、地震発

生に対する避難体制、地域と連

携した防災体制を整備する。

（外部施設との連携）

○道徳科の時間を確保して、考

えて議論する道徳の授業を展

開し、「新しい道徳」を活用した

指導の工夫を図る。

○福祉教育に係る体験活動を

実践する。

○特別支援学級や異学年との

交流を充実させる。

（児）学校で、まわりの人にやさしくしていますか。



（保）お子さんに思いやりや優しさ、感謝の気持ちが育っていますか。

（保）本校のいじめ防止基本方針（HP掲載）を知っていますか。

（保）学校はいじめなどのない楽しい学校づくりに努めていますか。

（保）本校に特別支援コーディネーターがいることを知っていますか。



（教）児童に思いやりや優しさ、感謝の気持ちが育つような適切な対応、声かけをしていますか。

（教）あなたは「わたしたちの道徳」の活用をはじめ、「豊かな人間関係作り」や「命の大切さ」に重点をおいて道徳の授業の

充実を図り、いじめのない明るい学校づくりに努めていますか。

（教）あなたはいじめや類する状況に対し、毅然とした態度で取組むことができますか。

○町探検や安全マップ・福祉

マップの作成等により、地域を

理解する。

○地域を教材とした教育活動を

実施し、学習活動参観などを通

して、保護者や地域との関わり

を深める。

（児）マナーを守り、地域にあるもの、皆で使うものなどを大切にしていますか。

（児）あなたは地域の活動に、進んで参加していますか。



（保)お子さんは、公共マナーを守り、地域の環境や施設等を大切にしていますか。

（保）お子さんは、きまりや約束事を守っていますか。

（保）お子さんは、地域の活動や行事に進んで参加し、地域の方と交流していますか。



（教）児童が公共マナーを守り、地域の環境や施設等を大切にする気持ちが育つような声かけをしていますか。

（教）児童が参加する地域の活動や行事について紹介していますか。



自ら学び　認め

合い　たくましく

生きる

児童の育成

○人間性豊かな児童の育成の

ため創意工夫のある教育活動

の推進に努める。

○明海中学校との連携活動や

明海小学校、明海認定こども園

等との交流活動を行う。

（児）学校へ行くのは楽しいですか。

（児）今、自分には自信（得意なものなど）がありますか。

（児）明海南小学校をきれいにしようと、掃除をがんばっていますか。



（保）お子さんは学校へ楽しんで通っていますか。

（保）お子さんは、自分に自信（得意なものなど）がありますか。



（教）あなたは子どもたちの自主的な体験活動の機会となるよう、活動や内容を創意工夫し実践していますか。

　　　(カリキュラムマネジメント）

（教）児童は明海南小学校をきれいにしようと掃除に取り組んでいますか。

道徳教育の充

実を図り、豊か

な人間性と感性

を育成するとと

もに、いじめのな

い明るい学校を

目指す。

◎本年度の校内研究では、明海中学校とともに道徳科を研修し、同じ講師の指導を適宜受けることに

より、小中連携を意識した指導力向上を図ることができた。

◎定期的に実施する「生活アンケート」の結果をもとにして、児童への聞き取りを行い、毎月の生徒指

導・特別支援部会において全職員で情報を共有し、共通理解することができた。また、特別支援教育

コーディネーターやスクールカウンセラー、スクールライフカウンセラーと連携することで、児童は安心

して話すことができている。そのことが保護者の数値に現れていると考えられる。

◎パラアスリート講師による教育・研修プログラム「あすチャレ！スクール」の学習活動を通して、車い

すバスケットボールを体験し、障がい者スポーツへの理解を図ることができた。

△他人に優しく接することができる児童の割合が昨年度とほぼ変化がない。「道徳の時間」を確保し、

考えて論議する道徳授業となるように努め、心の教育をさらに推進していく。

△教員の道徳教育に対する意識を高く持ち、道徳科を学習参観で公開し、さらに保護者との連携や地

域とのかかわりを深めるよう取り組んでいく。

健康教育の推

進と体力の向上

を図る。

○外部講師を活用した食育授

業・命の学習を行う。

○業間休みや昼休みを活用し、

体育の日常化に向けた取組を

行う。



（保）学校がお子さんの体力向上をめざした取組みを行っていることを知っていますか。



（教）児童が楽しく学校生活を送れるよう対応していますか。

（教）児童の体力向上にむけ工夫していますか。

◎今年度は昨年度に比べ、感染予防に努めながら集団行動等に取り組むことが増えた。体育委員会

を中心とした投力をつける運動教室を行い、自分の記録を伸ばすことに意識して取り組んだ。体育学

習とも連携して行うことで、休み時間にも体力向上に取り組む児童が増加した。

◎助産師を講師として「いのちの教育講演会」を行ったり、千鳥給食センターの栄養教諭をゲスト

ティーチャーとして「特別活動」の授業に行ったりして、健康教育の推進を図ることができた。

◎今年度は外部から講師を招き、直接指導していただく機会を得ることができ、児童の投力向上につ

ながった。次年度も積極的に社会人活用を行いながら、体力向上を図っていく。



・先生方の手間を減らすためにも、費用の自動引き落としや今回のような回答のweb化、欠席連絡のweb化などを更に積極的に取り入れてみてはいかがでしょうか。【状況を踏まえながら、検討していきます。】

・参観日が以前は年に平日が2回ある中で、低学年と高学年の曜日がスイッチしていたのですが、今年度は低学年が木曜日、高学年が金曜日となっている。曜日固定の仕事だとその年度は一度も参観に出られなくなってしまう

ので残念です。【実施する曜日の固定化を見直し、日程調整を行っていきます。】



※アンケート結果は、昨年度に比べて肯定的意見率が３％以上上回っている数値には（↑）、３％以上下回っている数値には（↓）を記しました。

評価領域

本年度の重点目標

具体的取組

（具体的な指標等）

アンケート内容とその結果

成　果◎　・　課　題△

質問項目　児童：（児）　保護者：（保）　教職員：（教）　

基礎・基本の定

着を重視し、自

ら学ぶ意欲と態

度、確かな学力

を育成する。

○ＴＴや習熟度別学習など学習

形態や指導方法を工夫して、学

習展開する。

○「ぐんぐんタイム」や「振り返り

週間」等による補充的な学習の

時間を確保する。

（児）授業中、すすんで学習していますか。

（児）学校での授業はわかりやすいですか。



（保）お子さんは、自分から進んで学ぼうとしていますか。

（保）学校がお子さんの学力向上のため、T･Tや少人数指導を行っていることを知っていますか。

（保）教職員は、個々のよさを引き出すよう子どもをよく見ながら、個に応じた支援をしていますか。



（教）主体的な学びになるよう工夫していますか。

（教）児童の実態をつかみ、学習形態や学習方法を工夫して、一人一人を大切にしたきめ細かな指導に努めていますか。

（教）あなたは、小学校と中学校段階の教育の役割を認識し、小・小、小・中、幼・小の各連携を深めていますか。

◎各教科において、指導内容を工夫したり、少人数や複数で授業を行うなどしたりして、新型コロナ感

染症予防に努めながら、きめ細かな指導を心がけることができた。

◎授業がわかりやすいという児童が昨年度同様に多い。T,Tや少人数での授業の事前打合せ等をしっ

かり行うことで、効果的に実践できたため、児童が達成感を感じていることが伺える。また教職員は主

体的な学びとなるよう工夫しているかの問いに対して、全教職員が意識化できた。

△主体的な学びとなるように全教職員は意識化できたが、教職員に比べ児童や保護者の評価がまだ

低い。意思決定をする場面を意図的に組み入れることや話し合い活動を積み重ねること、互いのよさ

を認め合うことなどの授業改善に努めていく。


